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２．低 SNR 目標に対する周波数領域での超分解能測距法の性能向上の為に，帯域外信号の外 
挿を前処理とする周波数領域での超分解能測距法の提案 
３．合成帯域方式の距離推定精度向上の為に，合成帯域処理に周波数領域での超分解能測距法 
を組み込んだ 2 次元超分解能測距法による距離アンビギュイティ解消法を提案 
以上の研究目的において，本論文で記したシミュレーション条件下では，１．に関しては，
PC(Pulse Compression)を前処理とする方式の方が計算負荷の点で優れている事，目標が偏在す
る様な環境下においては両方式とも距離推定精度が劣化するという課題がある事を確認した．ま
た，２．に対しては，目標数が既知である場合，提案法は従来法では目標の分離が難しい SNR
条件下においての距離推定精度の改善効果が有る事を確認した．最後に３．については，従来法
では距離アンビギュイティが生じる環境下において，提案法は距離アンビギュイティ無く距離推
定が行える事を確認した． 
 
